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発表概要 背景 

アルツハイマー型認知症（AD）の層別化手法として、脳脊髄液（CSF）中のバイ

オマーカーによる判定法が提唱されている。層別化を広く普及させるためには、検

体採取が容易な血液中のバイオマーカーによる判定法の確立が望ましい。そのため

には、CSF中のバイオマーカー濃度と同様に変動するような血液中のバイオマーカ

ー測定法が必要である。そこで我々は、CSF濃度と良好な相関を示す血液中バイオ

マーカーの測定法を開発してきた。今回は血漿中のリン酸化タウ217（p-tau217）

およびリン酸化タウ181（p-tau181）、tauの免疫測定試薬について、各バイオマー

カーの血液中濃度とCSF中濃度の相関を評価した結果を報告する。 

 
方法 

p-tau217、p-tau181およびtauは、全自動免疫測定装置 HISCL™-5000を用いて測定

した。各試薬の分析性能を評価し、検体中の各バイオマーカーを定量可能であるかを

確認した。続いて、臨床的に認知機能正常（CN）、軽度認知障害（MCI）およびADと

診断された患者の血漿検体およびCSF検体を測定し、同一患者の検体で定量値を比較

して相関を評価した。 

 
 
 
 
 

 



発表概要 結果 

開発したp-tau217、p-tau181、およびtau免疫測定試薬は、検体中のバイオマーカ

ーを測定するのに十分な定量性能を示した。血漿およびCSF中の濃度を比較した結

果、全ての試薬で良好な相関が認められた。また、血漿中の濃度分布を比較した結

果、全ての試薬においてCN群とAD群で有意な差が認められた。 

 

結論 

開発したp-tau217、p-tau181およびtau免疫測定試薬で測定した血漿中のバイオマ

ーカー濃度は、CSFの状態を反映している可能性が示された。このような血液バイオ

マーカーにより、ADの病理進行を評価できることが期待される。 
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